
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和3年度 第2回滋賀県がん診療連携協議会 

開 催 期 間 令和4年3月1日（火）～3月7日（月） 

開 催 方 法 電子メールによる意見交換 

会 員 

お よ び 

部 会 長 

【会員】 

滋賀県立総合病院       一山 智  （会長） 

滋賀医科大学医学部附属病院  田中 俊宏 （副会長） 

大津赤十字病院        小川 修   （副会長） 

公立甲賀病院         辻川 知之 

彦根市立病院         金子 隆昭 

市立長浜病院         髙折 恭一 

高島市民病院         鈴木 聡 

滋賀県医師会         越智 眞一 

滋賀県歯科医師会       中村 彰彦 

滋賀県薬剤師会        大迫 芳孝 

滋賀県看護協会        廣原 惠子 

滋賀県診療放射線技師会    古山 忠宏 

滋賀県臨床検査技師会     大本 和由 

滋賀県歯科衛生士会      土屋 奈美 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井 津多子 

滋賀県がん患者団体連絡協議会 天満 清央 

滋賀県健康医療福祉部     市川 忠稔 

【部会長】 

滋賀県立総合病院       山内 智香子（相談支援部会） 

大津赤十字病院        廣瀬 哲朗 （地域連携部会） 

滋賀県立総合病院       山本 秀和 （がん登録推進部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  谷  眞至 （診療支援部会） 

滋賀医科大学医学部附属病院  村上 節  （研修推進部会） 

滋賀県立総合病院       花木 宏治 （緩和ケア推進部会） 

（敬称略） 

議 事 概 要 【審議事項】 

1. 令和3年度各部会の最終評価について 

 協議会・企画運営委員会および各部会より今年度の活動と最終評価について、下記の

とおり報告があり、承認された。 

（協議会・企画運営委員会） 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、協議会・委員会は電子メールでの開催、がん

医療フォーラムはオンラインでの開催となったが、新型コロナウイルス感染症の影響が

ある中、開催方法を変更しながら実施できた。最終評価は「A」としたい。 

 （相談支援部会） 

   新型コロナ感染防止対策の動向を見守りつつ、メールによる意見交換等も含め適切な形

態・回数で実施できた。また「滋賀の療養情報」の改訂および認知度向上に向けて検討

を行ったこと等、第１回部会以降計画どおり実施できた。最終評価は「A」としたい。 

 （地域連携部会） 

2021年4月～12月の地域連携登録件数は「152件」であり、年度合計を算出すると約200

件と昨年よりも減少する見込み。部会等会議については、予定していたメール等での

書面開催も予定通り開催できていない。最終評価は「B」としたい。 

 



 

 （がん登録推進部会） 

   新型コロナウイルス感染症の影響で部会をメールでの意見交換とし、2020年診断全国集

計データ提出は計画通り提出できた。開催形式が変更になったが計画通り実施でき、院

内がん登録のデータを部会や委員会など各施設公表できた。最終評価は「A」としたい。 

（診療支援部会） 

   新型コロナウイルス感染症のため部会はメール会議(2回)、Zoom会議(1回)で開催した。

「がん診療に関するトピックス」や「治療法一覧」を「がん情報しが」に掲載・更新し

た。新型コロナウイルスの影響下にもかかわらず、年度当初計画通りに取り組めた。最

終評価は「A」としたい。 

 （研修推進部会） 

   部会のメール会議での開催、「がん情報しが」の更新を行った。講演会等情報について

内容をよりわかりやすく変更し、周知した。がん看護研修(基礎編)を動画配信するなど

共有を行った。新型コロナウイルスの影響下においても計画通り実施できた。最終評価

は「A」としたい。 

 （緩和ケア推進部会） 

   新型コロナウイルス感染症の影響により、部会はメール会議とし、緩和ケア研修会は自

施設職員のみに限定し開催、世界ホスピス緩和ケアデー記念県民公開講座、ELNEC-J研

修会はオンラインで開催した。最終評価は「A」としたい。 

  

2. 令和4年度以降の活動について 

がん診療連携拠点病院等の整備に関する指針の中にある要件を根拠に当協議会を立

ち上げ、運営している。指針に特に変化はないので、令和4年度以降も現在の体制で活

動することを提案し、承認された。 

現在がん診療連携拠点病院等の指定要件に関する指針の改訂が検討されており、令

和4年7月頃に新整備指針が発出される予定となっている。そのため、令和5年度以降は

新整備指針に沿った運営をする予定である。 

 

【報告事項】 

3. 2021年度都道府県がん診療連携拠点病院連絡協議会PDCAサイクルフォーラムについて 

 令和4年2月1日にオンライン形式で開催されたので、情報共有した。 

 

4. 第13回滋賀県がん医療フォーラムの結果について 

  令和4年1月以降の新型コロナウイルス感染症の急拡大に伴い、会場開催(クサツエストピア

ホテル)を中止し、YouTubeによるオンライン配信のみで開催した。 

    2月1日から28日までYouTubeで配信を行い、1,370回の視聴であった。2月28日まで質問を受

付けており(チラシに掲載の期間より延長)、回答可能な質問については3月2日より滋賀県がん

診療連携協議会ホームページに掲載。 

    来年度(第14回)については会場とオンライン配信のハイブリッド形式での開催を予定している。 

 

5. 県からの報告事項等 

 （がん診療連携拠点病院等の指定状況） 

 現在、全ての厚生労働大臣指定の病院が令和５年３月末日までの指定期限となってお

り、令和３年度は、現況報告の提出となった。令和４年３月上旬に厚生労働省開催の指定

に関する検討会が予定されており、令和４年４月以降の継続指定について議論される。令

和４年度中に、国の整備指針の改定が行われる予定。 

（滋賀県がん対策推進計画・滋賀県保健医療計画の中間評価） 

  今年度、中間評価を実施し、評価指標など３項目(がん検診受診率、緩和ケアの質、病

理診断)を見直した。令和３年１０月に開催した滋賀県がん対策推進協議会で承認をいた

だいた。 

 



 

（令和4年度予定の新規・拡充事業、令和4年度予算） 

ウィッグ購入費等の助成を行っている１１市町に対して、県から１件当たり上限5,000

円で補助を行った。令和４年度からは、新たに６市町が助成事業を開始予定で、県から

の補助は１７市町となる見込み。 

新規事業として、滋賀県がん患者調査事業の再実施、治療と仕事の両立支援事業所調

査事業、がん医療における心毒性の診断・治療体制の構築について滋賀医科大学に補助

する事業を予定している。 

がん検診市町個別勧奨・再勧奨促進事業を廃止する。 

 

【意見・質問について】 

(滋賀県がん患者団体連絡協議会 菊井様) 

コロナ禍、2年に亘りピアサポートの場『がん患者サロン』は開催できないでおります。患

者さんの状況や思いを知ることができないので、昨年8月から、「がん患者の声アンケート」を

当会ホームページで実施しております。 

がん患者、家族からは、「面会ができない」ことへの不安な気持ちや状況が多く寄せられて

います。そんな患者に寄り添ってくださる医療者の努力、姿が見えます。そして、医療者への

感謝の気持ちが多く寄せられています。本当に有難いことだと医療者の皆様に感謝申し上げ、

報告させていただきます。 

コロナ感染急拡大の状況下で、急を要さないがんの手術等を先に延ばす等の報道を目にしま

す。病院では命を救う為、病床を確保する為、日夜最善を尽くしてくださっていると思います。

対象となるがん患者には医療者がしっかり対処くださっていると思いますが、県民は不安の中

にいると思います。 

○県から医療機関へどのような要請がされているのか、又、病院はどのように対応されている

のかを知ることはできるのでしょうか。 

○コロナ感染は収束の気配が見えませんので、今後、コロナ禍でのがん医療について、がん診

療連携協議会として議論する必要はないのかと感じております。よろしくお願いいたしま

す。 

 

・滋賀県 

  県としては、新型コロナウイルス感染症の医療提供体制整備について、第4，5，6波と感

染が再び拡大する局面を見据えて、病床の更なる確保について、医療機関に対して協力を求

めてきたところであるが、その際には、併行して宿泊療養施設の充実や自宅療養体制の強化

など緊急的な患者対応方針を定め、一般医療との両立が図られるよう努めてきた。また、医

療機関においても、院内での感染予防対策等を徹底し、一般医療の提供を確保しながら、新

型コロナウイルス感染症の患者受入れが可能な病床の確保を調整してきていただいている。 

今後も、新型コロナウイルス感染症患者に対する医療を確実に確保するとともに、がん

をはじめとするその他の疾患の患者に対する医療の確保も適切に図ることができるよう医

療提供体制の構築に努めてまいる。 

 

・滋賀県立総合病院 

  一部面会等の制限はありますが、現状では通常診療を実施しています。院内クラスター等

が発生した場合は、当該病棟における診療を一部制限する場合がありますが、その場合は病

院ホームページ等で速やかに公開しています。 

 

・滋賀医科大学医学部附属病院 

限りある医療資源をどのように振り分けているかのご質問と思います。 

コロナ禍にあっては面会の制限等の感染制御対策にご理解とご協力を得ることで、平時

は通常の医療を行なっています。急拡大時（第◯波などと呼ばれます）にあっては、クラ

スター発生などにより一時的に不急の状態に対して診療の一部制限が必要な時があります

が、可及的速やかに元の状態に戻すようにしています。 



 

患者さんの受療に支障のないように重要な情報は適切な方法でお伝えしています。 

 

・大津赤十字病院 

  面会禁止や一部病棟の制限等はありますが、手術を含め、がん診療全般については、通常

通り実施するよう取り組んでおります。 

  「がん患者サロン」につきましては、コロナ禍では、院内に皆さんが集う場を提供するこ

とが難しく、開催できておりません。 

 

・公立甲賀病院 

〇がん手術に関しては延期はしておらず、予定通り実施しております。         

 〇手術（内視鏡手術を含む）をうける患者さんに対しては、手術に出棟する時と手術が終わ

  った後に、一目出合って頂けるように配慮しています。（全診療科ではありませんが） 

 〇がん相談支援センターでの相談業務に関しては、相談を希望される方には基本的に面談で

  の相談を実施しています。（発熱などの症状がある方については、電話での相談を行って

  います。）                                

〇コロナ禍でがん患者サロンは開催できていませんが、参加していただいていた患者さん 

  が、がん相談支援センターに顔を見せていただいた時には、近況報告を受け、がん患者さ

  んが孤立しないよう心がけています。また、ピアサポーターの方とも連絡を取り合ってい

  ます。                                     

 〇患者さんの症状により、医療者が必要と考えた場合には、医師の許可が得られたら面会さ

  れる方の体調確認をした上で、面会をして頂いている場合もあります。（人数の制限、時

  間の制限はありますが）                             

 〇緩和ケア病棟に関しては、リハビリ庭園（緩和ケア病棟に面した庭）を利用した窓越しで

  の面会やiPadを利用したリモート面会を実施しています。              

 〇緩和ケア病棟以外でも患者・家族の希望や医療者の判断でリモート面会を実施していま 

  す。 

 

・彦根市立病院 

コロナ禍であっても、がん診療に関する入院は通常通りお受けしております。そのため、

がんに関する手術についても遅延はほとんどなく、予定通り実施しております。コロナ禍

で影響を受けていることとしては、面会制限がありますが、ご希望に合わせてオンライン

面会を実施しております。また、病状の進行度合によっては医師の許可のもと、感染対策

を行ったうえで面会いただく場合があります。がん診療に関してご心配なことがあれば、

診療場面だけでなく「がん相談支援センター」をご利用いただければと考えております。 

 

・市立長浜病院 

当院では、コロナ禍でも通常診療に出来るだけ影響が出ないように取り組んでいます。

とりわけ、がん診療に関しては最も優先順位が高く、手術・抗がん剤治療・検査等におい

て、治療に遅れを生じさせないという方針で対応しているところです。 

 

・高島市民病院 

  面会制限をはじめ当院での対応については、ホームページにて掲示させていただいており

ます。がん治療も当院でできる限りの対応と連携を取らせていただいておりますのでよろし

くお願いします。 

 

(滋賀県がん患者団体連絡協議会 天満様) 

コロナ禍の中、がん医療の推進にご尽力いただいている先生方、医療関係の皆様に感謝申し

上げます。昨年８月より、コロナ禍でのがん医療に関するアンケートをがん患者団体連絡協議

会ホームページ上で行い、１００名を超える方より回答をいただきました。その中で、多くあ

った声は、コロナの中、患者さんのために医療にあたってくださっている医療者のみなさまへ



 

の感謝の声でした。病棟の中でも感染対策で看護師の方との会話もままならない、面会もまま

ならない、そんな寂しい中ではあるが、その状況を理解し、医療者のみなさんに感謝の気持ち

をもって治療を受けておられる患者さんの姿が多くありました。１０月中旬でのアンケート結

果については滋賀県がん患者力.comに掲載しております。 

来年度の事業として、滋賀県がん患者調査事業が滋賀県より報告されています。 

令和元年実施の際には、各病院の先生方に調査票配布のご協力をたまわり感謝いたします。 

コロナ禍を通じ、ハイブリッドな環境が整いつつあり、回答回収についてはより多くの回答を

いただけるようにしていきたいと思います。 

来年度の実施にあたっても、各病院のご担当者、先生には調査票の配布等、大変なお手数を

おかけすることになりますが、ご助力をいただけますようにお願い申し上げます。 

 

そ の 他 特になし 

 

  

以上のとおり報告します。                          令和4年3月29日 


